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概要

Microsoft Azure インテグレーションを Cost Management に追加する方法について説明します。
Cost Management は、Red Hat Insights ポートフォリオサービスの一部になります。高度な分析
ツールである Red Hat Insights スイートは、運用、セキュリティー、およびビジネスへの影響を特
定して優先順位を付けるのに役立ちます。
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第1章 MICROSOFT AZURE データの COST MANAGEMENT への
統合

Microsoft Azure のアカウントで、Cost Management のアクセスを許可するように設定します。

Microsoft Azure アカウントを Cost Management インテグレーションとして設定するには、以下が必要
です。

1. ストレージアカウントおよびリソースグループの作成

2. コストエクスポートの適切なスコープの選択

3. アクセス用の Storage Account Contributor と閲覧者ロールの設定

4. 日次コストエクスポートのスケジューリング

注記

Red Hat 以外の製品およびドキュメントは予告なく変更される可能性があるため、この
ガイドに記載されているサードパーティーインテグレーションの設定手順は一般的なも
のであり、公開時点で正しいものです。最新情報については、Microsoft Azure のドキュ
メント を参照してください。

Integrations ページから、Microsoft Azure インテグレーションを Cost Management に追加します。

1.1. MICROSOFT AZURE リソースグループおよびストレージアカウントの
作成

コストエクスポートデータは、リソースグループ内に存在するストレージアカウントに書き込まれま
す。Microsoft Azure のコストデータを読み取るには、Cost Management がリソースグループにアクセ
スできる必要があります。

Microsoft Azure で新しいストレージアカウントを作成し、Cost Management が収集するコストデータ
とメトリクスを含めます。これにはリソースグループが必要です。Red Hat では、このストレージアカ
ウント専用のリソースグループを作成することを推奨しています。

注記

Cost Management にインテグレーションを追加するには、Sources Administrator のエ
ンタイトルメントを持つ Red Hat アカウントユーザーが必要です。

1. Red Hat Hybrid Cloud Console  から、Integrations ページに移動し、Microsoft Azure インテグ
レーションの Cost Management への追加を開始します。

a. Integrations に移動しAdd source をクリックして Add a cloud source ウィザードを開き
ます。

b. インテグレーションの名前を入力し、Next をクリックします。

c. アプリケーションとして cost management を選択し、インテグレーションタイプとして
Microsoft Azure を選択します。Next をクリックします。

2. Microsoft Azure ドキュメント のCreate a storage account の手順に従って、Microsoft Azure
アカウントにリソースグループとストレージアカウントを作成します。
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リソースグループとストレージアカウントをメモします。これらは、後続の手順で必要になります。

3. Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードで、リソースグループ名 と
ストレージアカウント名 を入力し、Next をクリックします。

1.2. MICROSOFT AZURE コストのエクスポート範囲の選択

Microsoft Azure クラウドの スコープ を使用して、さまざまな粒度レベルでコストエクスポートデータ
を作成できます。Microsoft Azure は、リソースグループのような小さなスコープから、多数のサブス
クリプションを含む課金アカウントのような大きなスコープまでの、コストエクスポートをサポートし
ています。特定のユースケースのコストデータ要件に応じて、スコープは、複数のサブスクリプション
を包含したり、リソースグループを選択するためのアクセスを分離したりすることで、Cost
Management の設定を簡素化できます。

注記

Microsoft Azure でのスコープの仕組みに関する詳細は、Azure ドキュメントの
Understand and work with scopes を参照してください。

Microsoft Azure Cloud Shell で次のコマンドを 1 つ以上実行して、コストエクスポートに必要なスコー
プを収集します。

1. リソースグループのスコープを収集するには、ResourceGroupName をリソースグループの名
前に置き換えて、次を実行します。

$ az group show --name {ResourceGroupName} | jq .id | tr -d '"'

2. Subscription スコープを収集するには、次を実行します。

$ az account show --query "{ id: id }" | jq '.id' | tr -d '"' | awk '{print "/subscriptions/"$0}'

3. 課金アカウントのスコープを収集するには、billingAccountName を課金アカウントの名前に
置き換えて、次を実行します。

$ az billing account show --name "{billingAccountName}" | jq '.id' | tr -d '"'

4. 登録アカウントのスコープを収集するには、enrollmentAccountName を登録アカウントの名
前に置き換えて、次を実行します。

$ az billing enrollment-account show --name "{enrollmentAccountName}" | jq '.id' | tr -d '"'

5. 管理グループのスコープを収集するには、GroupName を管理グループの名前に置き換えて、
次を実行します。

$ az account management-group show --name "{GroupName}" | jq '.id' | tr -d '"'

6. 請求先プロファイルのスコープを収集するには、billingAccountName と billingProfileName
を課金アカウントと課金プロファイルの名前に置き換えて、次のコマンドを実行します。

$ az billing profile show --account-name "{billingAccountName}" --name "
{billingProfileName}" | jq '.id' | tr -d '"'

7. 請求書セクションのスコープを収集するに
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7. 請求書セクションのスコープを収集するに
は、billingAccountName、billingProfileName、invoiceSectionName を課金アカウント、課
金プロファイル、および請求書セクションの名前に置き換えて実行します。

$ az billing invoice section show --account-name "{billingAccountName}" --profile-name "
{billingProfileName}" --name "{invoiceSectionName}" | jq '.id' | tr -d '"'

1.3. MICROSOFT AZURE ロールの設定

Red Hat では、Microsoft Azure コストデータへの Cost Management 読み取り専用アクセスを許可する
専用の認証情報を設定することを推奨します。Cost Management へのこのアクセスを提供するには、
Azure で Storage Account Contributor と閲覧者ロールを使用して、サービスプリンシパルを設定しま
す。

1. Microsoft Azure Cloud Shell で、次のコマンドを実行して Subscription ID を取得します。

$ az account show --query "{subscription_id: id }"

2. Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードで、Subscription ID を入力
します。Next をクリックして次の画面に移動します。

3. Microsoft Azure Cloud Shell で、次のコマンドを実行して Cost Management Storage Account
Contributor ロールを作成し、Tenant ID、Client (アプリケーション) ID、および Client secret
を取得します。

$ az ad sp create-for-rbac -n "CostManagement" --role "Storage Account Contributor"  --
scope /subscriptions/{subscriptionId}/resourceGroups/{resourceGroup1} --query '{"tenant": 
tenant, "client_id": appId, "secret": password}'

4. Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードで、Microsoft Azure Tenant
ID、Client ID、および Client Secret を入力します。

5. Cost Management 用に Microsoft Azure に閲覧者ロールを作成します。

a. コストエクスポートスコープが Enterprise Agreement (EA) アカウントに対するものである
場合は、Microsoft Azure Enterprise Portal を起動して、以前に作成したサービスプリンシ
パルにアカウントの管理者ロールを付与します。詳細については、Azure ドキュメントの
Cost Management データへのアクセス権の割り当て  を参照してください。

b. コストエクスポートスコープが、Microsoft Customer Agreement (MCA) の課金アカウン
ト、課金プロファイル、または請求書セクションに関する場合は、Microsoft Azure ポータ
ルで Cost Management と課金サービスを起動します。適切なスコープを選択し、IAM
ビューから適切な閲覧者ロールの上に作成されたサービスプリンシパルを付与します。詳
細は、Azure のドキュメントの Understand Microsoft Customer Agreement administrative
roles in Microsoft Azure を参照してください。

c. コストエクスポートスコープがリソースグループ、サブスクリプション、または管理グ
ループに対するものである場合は、Microsoft Azure Cloud Shell で次のコマンドを実行し
て、Cost Management 閲覧者ロールを作成します。

$ az role assignment create --assignee "<your_Client_ID>" --role "Cost Management 
Reader" --scope {costExportScope}

6. Next をクリックします。
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1.4. 日々の MICROSOFT AZURE データエクスポートスケジュールの設定

定期的なタスクを作成して、コストデータを毎日 Microsoft Azure ストレージアカウントに自動的にエ
クスポートします。ここで、Cost Management が目的のスコープでデータを取得します。

1. Microsoft Azure で、Azure の記事 Create and manage exported data の手順に従って、新し
いエクスポートを追加します。

Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードで指定するエクスポート
の Name を選択します。

Export type で、Daily export of month-to-date costs を選択します。

Storage account には、以前に作成したアカウントを選択します。

エクスポートのコンテナー名とディレクトリーパスに任意の値を入力します。これらの値
は、レポートファイルが保存されるストレージアカウントのツリー構造を提供します。

Run now をクリックして、Microsoft Azure ストレージコンテナーへのデータのエクスポー
トを開始します。

2. Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードで、エクスポートスケジュー
ルを作成したら Next をクリックし、インテグレーションの詳細を確認します。

3. Finish をクリックして、Cost Management への Microsoft Azure インテグレーションの追加を
完了します。

スケジュールが作成されると、Cost Management は Microsoft Azure のコストデータのポーリングを開
始し、コストデータは Cost Management ダッシュボードに表示されます。
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第2章 MICROSOFT AZURE データを COST MANAGEMENT に統
合する前にフィルタリングする

Microsoft Azure で関数スクリプトを設定して、Cost Management がアクセスしてデータをフィルター
できるコストエクスポートとオブジェクトストレージバケットをコピーして、請求データのサブセット
を Red Hat と共有できます。

Microsoft Azure アカウントを Cost Management インテグレーションとして設定するには、以下を行い
ます。

1. ストレージアカウントおよびリソースグループを作成します。

2. アクセス用の Storage Account Contributor および閲覧者ロールを設定します。

3. Red Hat に送信するデータをフィルターする関数を作成します。

4. Red Hat にアクセスできるストレージアカウントに対する日次コストのエクスポートをスケ
ジュールします。

注記

Red Hat の一部ではないサードパーティー製品およびドキュメントは予告なく変更され
る可能性があるため、提供されているサードパーティーインテグレーションの設定手順
は、公開時点で一般的であり、正しいものです。最新情報は、Microsoft Azure のドキュ
メント を参照してください。

Integrations ページから、Microsoft Azure インテグレーションを Cost Management に追加します。

2.1. MICROSOFT AZURE アカウントの追加とインテグレーションの名前付
け

Microsoft Azure アカウントをインテグレーションとして追加すると、Cost Management アプリケー
ションがコストと使用状況のデータを処理できるようになります。

手順

1. Red Hat Hybrid Cloud Console  から、Settings Menu > (Settings) をクリックします。

2. Settings ページで、Integrations をクリックします。

3. Cloud タブで、Add integration をクリックします。

4. Add a cloud integration ウィザードで、クラウドプロバイダーの種類として Microsoft Azure
を選択し、Next をクリックします。

5. インテグレーションの名前を入力し、Next をクリックします。

6. Select application の手順で、cost management を選択し、Next をクリックします。

7. Specify cost export scope ステップで、I wish to manually customize the data set sent to
Cost Management を選択し、Next をクリックします。

2.2. MICROSOFT AZURE リソースグループおよびストレージアカウントの
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2.2. MICROSOFT AZURE リソースグループおよびストレージアカウントの
作成

Microsoft Azure にストレージアカウントを作成してコストデータとメトリクスを格納し、ストレージ
アカウントを作成して Cost Management が収集するフィルター処理されたコストデータを格納しま
す。リソースグループとストレージアカウントを作成した後、Cost Management の Add a cloud
source ウィザードにある Resource group and storage account ページのフィールドに、リソースグ
ループ名とストレージアカウント名を貼り付けることができます。

前提条件

Sources Administrator 権限を持つ Red Hat ユーザーアカウント。

手順

1. Microsoft Azure アカウント で、storage を検索し、Storage accounts をクリックします。

a. Storage accounts ページで Create をクリックします。

b. Create a storage account ページの Resource Group フィールドで Create new をクリッ
クします。名前を入力し、OK をクリックします。この例では、filtered-data-group を使用
します。

c. インスタンスの詳細セクションで、Storage account name フィールドに名前を入力しま
す。この例では、filtereddata を使用します。

d. Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードに追加できるように、リ
ソースグループとストレージアカウントの名前をメモし、Review をクリックします。

e. ストレージアカウントを確認し、Create をクリックします。

2. Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードにある Resource group and
storage account ページで、Resource group name と Storage account name に値を入力しま
す。

3. Next をクリックします。

2.3. MICROSOFT AZURE SUBSCRIPTION ID の検索

Microsoft Azure Cloud Shell を使用して subscription_id を検索し、それを Cost Management の Add
a cloud source ウィザードに追加します。

手順

1. Microsoft Azure アカウント で、Cloud Shell をクリックします。

2. 以下のコマンドを入力して Subscription ID を取得します。

3. 返されたデータから subscription_id の値をコピーします。

応答の例

az account show --query "{subscription_id: id }"
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4. この値は、Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードの Subscription
ID ページで、Subscription ID フィールドに貼り付けます。

5. Next をクリックします。

2.4. ストレージアカウントの MICROSOFT AZURE ロールの作成

Microsoft Azure Cloud Shell を使用して、Tenant (Directory) ID、Client (Application) ID、および
Client secret を検索します。

手順

1. Microsoft Azure アカウント で、Cloud Shell をクリックします。

2. 以下のコマンドを入力して、Client ID、Secret、および Tenant 名を取得します。この値は、最
後の手順の Subscription ID に置き換え、resourceGroup1 は、先ほど作成したリソースグルー
プ名に置き換えます。この例では、filtered-data-group を使用します。

3. 返されたデータから client_id、secret、および tenant の値をコピーします。

応答の例

4. Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud source ウィザードの Roles ステップに
client_id、Secret、および tenant の値を貼り付けます。

5. Cloud シェルで以下のコマンドを実行し、Cost Management Reader ロールを作成し、{Client 
ID} を直前の手順の値に置き換えます。

6. Next をクリックします。

2.5. MICROSOFT AZURE での日次エクスポートの作成

Microsoft Azure で関数を作成して、データをフィルタリングし、通常のスケジュールでエクスポート
します。エクスポートでは、Microsoft Azure のコストデータをリソースグループ内に存在するスト
レージアカウントに定期的に送信する定期的なタスクが作成されます。Cost Management は、

{
    "subscription_id": 00000000-0000-0000-000000000000
    }

az ad sp create-for-rbac -n "CostManagement" --role "Storage Account Contributor"  --scope 
/subscriptions/{subscriptionId}/resourceGroups/{resourceGroup1} --query '{"tenant": tenant, 
"client_id": appId, "secret": password}'

{
    "client_id": "00000000-0000-0000-000000000000",
    "secret": "00000000-0000-0000-000000000000",
    "tenant": "00000000-0000-0000-000000000000"
}

az role assignment create --assignee {Client_ID} --role "Cost Management Reader"
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Microsoft Azure のコストデータを読み取るためにリソースグループにアクセスできる必要がありま
す。この例では、Python 関数を使用してデータをフィルターし、先ほど作成したストレージアカウン
トに送信します。

手順

1. エクスポートを作成するには、Microsoft Azure の Portal メニューに移動し、Cost
Management + Billing をクリックします。

2. Cost Management + Billing ページで、Cost Management をクリックします。

3. Settings メニューの Cost management overview ページで Exports をクリックします。

4. エクスポートを追加するには、Add をクリックします。

5. Export details セクションで、エクスポートに名前を付けます。

6. Storage セクションに、作成したリソースグループを追加します。

2.6. データをフィルタリングするための MICROSOFT AZURE での関数作
成

データをフィルターし、Red Hat と共有するために作成したストレージアカウントにそのデータを追加
する関数を作成します。サンプル Python スクリプトを使用して、Red Hat の経費に関連するコストエ
クスポートからコストデータを収集し、ストレージアカウントに追加できます。

前提条件

デバイスに Visual Studio Code がインストールされている必要がある。

Visual Studio Code に Microsoft Azure Functions エクステンションがインストールされている
必要がある。

手順

1. Microsoft Azure アカウント にログインします。関数アプリケーションの作成を開始するには、
検索バーに functions と入力して Functions を選択し、Create をクリックします。

a. Create Function App ページで、リソースグループを追加して関数アプリを設定します。

b. Instance Details セクションで、関数アプリケーションに名前を付けます。

c. ランタイムスタックの場合は、Pythonを選択します。

d. バージョンとして 3.10 を選択します。

2. Review + Create をクリックします。

a. Create をクリックします。

b. Go to resource をクリックして、関数を設定します。

3. 関数アプリメニューで Functions をクリックし、タイムトリガー関数を作成します。

a. Create をクリックします。
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b. development environment フィールドで VSCode を選択します。

4. Visual Studio Code を開き、Microsoft Azure Functions Visual Studio Code エクステンションが
インストールされていることを確認します。Azure 関数を作成する場合、Microsoft は、
Microsoft Visual Studio Code IDE を使用してコードを開発およびデプロイすることを推奨して
います。Visual Studio Code の設定に関する詳細は、Quickstart: Create a function in Azure with
Python using Visual Studio Code を参照してください。

a. Visual Studio Code で Microsoft Azure タブをクリックし、Azure にサインインします。

b. Visual Studio Code の workspaces タブで、Create function をクリックします。

c. プロンプトに従って関数のローカルロケーションを設定し、関数の言語とバージョンを選
択します。この例では、Python を選択し、Python 3.9 を選択します。

d. Select a template for your project first function ダイアログで、Timer trigger を選択
し、関数に名前を付け、Enterを押します。

e. 関数を実行するタイミングの cron 式を設定します。この例では、0*9*** を使用して、関数
を毎日 9 AM で実行します。

f. Create をクリックします。

5. 開発環境で関数を作成したら、requirements.txt ファイルを開き、以下の要件を追加してファ
イルを保存します。

azure-functions
pandas
requests
azure-identity
azure-storage-blob

6. __init__.py を開き、以下の Python スクリプトを貼り付けます。# Required vars to update
とマークされたセクションの値を変更して、環境の値に更新します。USER と PASS の値の場
合には、オプションで Key Vault Credentials を使用して、ユーザー名とパスワードを環境変数
として設定できます。

import datetime
import logging
import uuid
import requests
import pandas as pd
from azure.identity import DefaultAzureCredential
from azure.storage.blob import BlobServiceClient, ContainerClient

import azure.functions as func

def main(mytimer: func.TimerRequest) -> None:
    utc_timestamp = datetime.datetime.utcnow().replace(
        tzinfo=datetime.timezone.utc).isoformat()

    default_credential = DefaultAzureCredential()

    now = datetime.datetime.now()
    year = now.strftime("%Y")
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    month = now.strftime("%m")
    day = now.strftime("%d")
    output_blob_name=f"{year}/{month}/{day}/{uuid.uuid4()}.csv"

    # Required vars to update
    USER = os.getenv('UsernameFromVault')                                   # Cost management 
username
    PASS = os.getenv('PasswordFromVault')                                   # Cost management 
password
    integration_id = "<your_integration_id>"                                          # Cost management 
integration_id
    cost_export_store = "https://<your-cost-export-storage-account>.blob.core.windows.net"           
# Cost export storage account url
    cost_export_container = "<your-cost-export-container>"                                     # Cost 
export container
    filtered_data_store = "https://<your_filtered_data_container-storage-
account>.blob.core.windows.net"         # Filtered data storage account url
    filtered_data_container = "<your_filtered_data_container>"                                   # Filtered 
data container

    # Create the BlobServiceClient object
    blob_service_client = BlobServiceClient(filtered_data_store, credential=default_credential)
    container_client = ContainerClient(cost_export_store, credential=default_credential, 
container_name=cost_export_container)

    blob_list = container_client.list_blobs()
    latest_blob = None
    for blob in blob_list:
        if latest_blob:
            if blob.last_modified > latest_blob.last_modified:
                latest_blob = blob
        else:
            latest_blob = blob

    bc = container_client.get_blob_client(blob=latest_blob)
    data = bc.download_blob()
    blobjct = "/tmp/blob.csv"
    with open(blobjct, "wb") as f:
        data.readinto(f)
    df = pd.read_csv(blobjct)

    filtered_data = df.loc[((df["publisherType"] == "Marketplace") & 
((df["publisherName"].astype(str).str.contains("Red Hat")) | (((df["publisherName"] == 
"Microsoft") | (df["publisherName"] == "Azure")) & 
(df['meterSubCategory'].astype(str).str.contains("Red Hat") | 
df['serviceInfo2'].astype(str).str.contains("Red Hat")))))]

    filtered_data_csv = filtered_data.to_csv (index_label="idx", encoding = "utf-8")

    blob_client = blob_service_client.get_blob_client(container=filtered_data_container, 
blob=output_blob_name)

    blob_client.upload_blob(filtered_data_csv, overwrite=True)

    # Post results to console.redhat.com API
    url = "https://console.redhat.com/api/cost-management/v1/ingress/reports/"
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7. ファイルを保存します。

8. 関数を Microsoft Azure にデプロイします。

2.7. MICROSOFT AZURE ロールの設定

専用の認証情報を設定して、関数 BLOB に Microsoft Azure コストデータへのアクセスを許可し、元の
ストレージコンテナーからフィルター処理されたストレージコンテナーにデータを転送できるようにし
ます。

手順

1. Microsoft Azure アカウント で、検索バーに function と入力します。

2. 目的の関数を見つけて選択します。

3. Settings メニューで、Identity をクリックします。

4. Identity ページで、Azure role assignments をクリックします。

5. Role assignments ページで Add role assignment をクリックします。

6. Scope フィールドで、Storage スコープを選択します。

7. Resource フィールドで、作成したストレージアカウントを選択します。この例で
は、filtereddata を使用します。

8. role フィールドで、Storage Blob Data Contributor を選択します。

9. Save をクリックします。

10. これらの手順を繰り返して、Storage Queue Data Contributor のロールを作成します。

11. 作成した他のストレージアカウントに対してこのプロセスを繰り返します。この例で
は、billingexportdata を使用します。

12. Red Hat Hybrid Cloud Console  の Add a cloud integration ウィザードで、Next をクリックし
ます。

13. ウィザードで指定した情報を確認し、Add をクリックします。

    json_data = {"source": integration_id, "reports_list": [f"
{filtered_data_container}/{output_blob_name}"], "bill_year": year, "bill_month": month}
    resp = requests.post(url, json=json_data, auth=(USER, PASS))
    logging.info(f'Post result: {resp}')

    if mytimer.past_due:
        logging.info('The timer is past due!')

    logging.info('Python timer trigger function ran at %s', utc_timestamp)
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第3章 コストを管理するための次のステップ
OpenShift Container Platform と Microsoft Azure のインテグレーションを追加すると、Cost
Management では、インテグレーションごとのコストデータに加え、プラットフォーム上での
OpenShift Container Platform クラスターの実行に関連する Azure のコストと使用状況が自動的に表示
されます。

cost management Overview ページでは、コストデータが OpenShift タブと Infrastructure タブに分
類されます。コストデータのさまざまなビューを切り替えるには、Perspective を選択します。

グローバルナビゲーションメニューを使用して、クラウドプロバイダーごとのコストに関する追加の詳
細を表示することもできます。

関連情報

Cost management への OpenShift Container Platform データの統合

Amazon Web Services (AWS) データの Cost Management への統合

Google Cloud データの Cost Management への統合

Oracle Cloud データの Cost Management への統合

3.1. COST MANAGEMENT リソースへのアクセス制限

Cost Management でインテグレーションを追加して設定した後、コストデータとリソースへのアクセ
スを制限できます。

ユーザーがすべてのコストデータにアクセスできる状況は避ける必要がある場合もあります。代わり
に、プロジェクトまたは組織に固有のデータへのアクセスのみをユーザーに許可できます。ロールベー
スのアクセス制御を使用すると、Cost Management レポートでのリソースの表示を制限できます。た
とえば、ユーザーのビューを環境全体ではなく、AWS インテグレーションのみに制限できます。

アクセスを制限する方法の詳細は、Cost Management リソースへのアクセス制限 を参照してくださ
い。

3.2. インテグレーションのタグ付けの設定

Cost Management アプリケーションは、タグを使用してクラウドとインフラストラクチャーのコスト
を追跡します。タグは、OpenShift ではラベルとも呼ばれます。

Cost Management でタグを調整して、リソースをフィルタリングおよび属性化し、コスト別にリソー
スを整理し、クラウドインフラストラクチャーのさまざまな部分にコストを割り当てることができま
す。

重要

タグとラベルは、インテグレーション上で直接設定することのみ可能です。Cost
Management でアクティブ化するタグを選択できますが、Cost Management アプリ
ケーションでタグとラベルを編集することはできません。

以下のトピックに関する詳細は、タグ付けを使用したコストデータの管理 を参照してください。

コストデータの表示を整理するためのタグ付けストラテジーを計画する
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Cost Management がタグを関連付ける方法を理解する

インテグレーションでのタグとラベルの設定

3.3. コストを正確にレポートするためのコストモデルを設定する

Cost Management でコストと使用量のデータを収集するようにインテグレーションを設定したので、
価格をメトリクスと使用量に関連付けるコストモデルを設定できます。

コストモデルは、Cost Management において、原価とメトリクスを使用してコスト計算を定義するた
めのフレームワークです。コストモデルが生成するコストの記録と分類、および特定の顧客、ビジネス
ユニット、またはプロジェクトに対する配分を行えます。

コストモデル では、次のタスクを完了できます。

コストを、インフラストラクチャーコストまたは補足コストとして分類します。

OpenShift ノードおよびクラスターの月額コストを取得します。

追加のサポートコストを考慮して利潤を適用します。

コストモデルの設定方法について、詳細は コストモデルの使用 を参照してください。

3.4. COST EXPLORER を使用したコストの可視化

Cost Management の Cost Explorer を使用して、時間スケールのコストと使用状況情報のカスタムグ
ラフを作成し、最終的にコストをより適切に可視化して解釈できるようにします。

次のトピックに関する詳細は、Cost Explorer を使用したコストの可視化 を参照してください。

Cost Explorer を使用して異常なイベントを特定する。

時間の経過とともにコストデータがどのように変化するかを理解する。

コストおよび使用状況データのカスタムバーチャートを作成する。

カスタムコストデータテーブルをエクスポートする。
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RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
エラーを見つけた場合、またはこれらのガイドラインの改善方法に関する案がある場合は、Cost
Management Jira ボード で JIRA Issue を作成し、ドキュメント ラベルを追加してください。

フィードバックをお待ちしております。
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